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【使用方法】 

【使用例】 
右の写真は、QGelTM MT 3D Matrix REF1001 を使用し、三週間経過した 

人間の包皮繊維芽細胞（350,000cells/ml）の共焦レーザー顕微鏡写真です。 

細胞が三次元のジェル内で移行し、増殖したことを確認することができます。 

【応用例】 
◆rhBMP-2 を用いた、骨の欠損部の修復。 

◆VEGF（血管内皮細胞増殖因子）を用いた血管形成組織の成長促進。 

【参考文献】 
1) Dr. Simone Rizzi, C. Gandar  QGelTM – Internal Data on File. 

2) Lutolf M et al., Repair of bone defects using synthetic mimetics of collagenous extracellular matrices, Nature Biotechnology, 2003.  

3) Zisch A et al., Cell demanded release of VEGF from synthtiec, biointractive cell-ingrowth matrices for vasculararized tissue growth, The FASEB Journal, 2003.

4) Lee S et al., Engineering integrin signaling for promoting embryonic stem cell self-renewal in a precisely defined niche, Biomaterials, 2009. 

 

 

 

 コードNo. 品 名 容 量 希望納入価格(円）

 510-87611 QGelTM REF1001MMP分解可能RGD含有 20mg 25,000 

 517-87621 QGelTM REF1004MMP分解可能RGD非含有 20mg 25,000 

 514-87631 QGelTM REF1007MMP分解不可能RGD含有 20mg 25,000 

 511-87641 QGelTM REF2001MMPバッファーA 4ml  2,500 

 518-87651 QGelTM REF4001ディスクキャスター 1セット  2,500 

G.OR.

QGelTM MT 3D Matrix粉末にQGelTMバッ

ファーA 400µlを加え、約10秒間ボルテック

スします。 

細胞懸濁液100µlを加えてすばやく 

ボルテックスします。 

すばやくQGelTM 3Dディスク

キャスター（または同等の容

器）に数滴入れます。 

注意しながらディスクキャスターの蓋を

し、細胞培養装置に入れ、37℃で30～

45分間培養します。 

PBS（りん酸バッファー化生理食塩

水）をゲル・ディスクの周りにピペット

で入れ、QGelTM 3Dディスクキャスタ

ーをゆっくりと開けます。 

ゲルがキャスター表面へくっつかないよ

うに、スパチュラでディスクの端から少し

持ち上げ、PBSを上、下の接触面を通し

て流れこむようにします。 

ディスクキャスターを開けたら、スパ

チュラを使って各ディスクをゆっくりと

取り出します。 

各ゲル・ディスクを、暖めた培地1ml
が入った24wellプレートに移します。

2時間たったら培地を交換し、その後

は実験条件に従って交換します。 


